
施
政
方
針
に
つ
い
て

問
市
内
企
業
の
連
携
を
進
め
、
特
許
の

取
得
を
視
野
に
入
れ
た
知
的
財
産
戦

略
と
は
？

答
リ
ア
ル
開
発
ラ
ボ
で
の
製
品
開
発
等

を
通
じ
て
知
的
財
産
の
重
要
性
、
製

品
群
全
体
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
全
般
、
２
つ
の
取
り
組
み

戦
略
を
同
時
に
三
条
全
体
の
知
的
財
産
戦
略

と
し
て
取
り
組
む
。

問
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が
平
成
29
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
る
見
込
み
。
ど
の

程
度
の
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
の
か
？

答
平
成
29
年
の
発
電
所
の
稼
動
で
15

人
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
60
人
の
雇

用
を
目
指
し
て
い
る
。

問
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
総
合
体

育
館
改
築
に
当
た
り
、
各
種
大
会
等

の
運
営
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
支
障
は
ど
う

か
？答

関
係
団
体
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
利
用
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
係
る
総
合

調
整
を
担
う
統
括
校
長
は
、
ど
の
よ

う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

答
中
学
校
区
の
小
中
学
校
長
の
中
か
ら

適
任
者
を
教
育
長
が
指
名
し
、
教
育

委
員
会
が
任
命
す
る
。

問
大
雪
被
害
軽
減
に
向
け
た
体
制
確

立
の
在
り
方
を
検
討
す
る
防
災
会

議
で
は
、
ど
の
よ
う
に
現
場
の
声
を
集
約

す
る
の
か
。

答
水
害
対
応
や
原
発
事
故
対
応
な
ど
の

地
域
防
災
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
と

同
様
、
原
案
を
提
示
し
、
各
分
野
に
精
通
し

た
委
員
か
ら
広
く
丁
寧
に
意
見
を
聞
く
。

問
実
学
系
も
の
づ
く
り
大
学
の
検
討
委

員
会
の
構
成
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

答
地
域
が
求
め
る
人
材
の
観
点
か
ら
商

工
会
議
所
や
工
業
会
等
、
大
学
教
育

の
観
点
か
ら
学
識
経
験
者
、
進
学
者
側
の
観

点
か
ら
教
育
関
係
者
の
７
名
を
想
定
。

問
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
民
間
事
業
者

に
余
剰
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
付
け
る
と

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

答
市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
に
つ
な
が
る

収
益
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
民
満
足
度
の
向
上
と
新
し
い
賃
料
収
入

に
よ
る
歳
入
確
保
を
図
り
た
い
。
複
合
化

施
設
で
も
貸
し
付
け
を
前
提
と
し
た
設
計

を
行
い
た
い
。

問
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
中
止
、

三
条
小
学
校
の
閉
校
な
ど
を
「
過
去

か
ら
の
脱
却
」
と
表
現
し
、「
昨
年
は
こ
れ

ま
で
連
綿
と
紡
が
れ
て
き
た
歴
史
」
に
区
切

り
を
つ
け
た
節
目
の
年
と
述
べ
た
。
ど
の
よ

う
な
意
図
か
。

答
８
年
間
の
総
合
計
画
の
始
ま
り
の
年

で
あ
り
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面

に
わ
た
っ
て
時
代
の
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と

を
捉
え
て
発
言
し
た
。

問
１
月
の
大
雪
を
踏
ま
え
、
体
制
確

立
の
検
討
が
言
わ
れ
た
。
現
在
の

防
災
計
画
に
は
積
雪
期
に
対
す
る
記
載
が

あ
る
。
こ
の
計
画
に
照
ら
し
て
今
回
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

答
防
災
計
画
の
積
雪
期
に
お
け
る
防
災

予
防
対
策
は
、
降
雪
期
ま
で
の
除
雪

計
画
作
成
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
。
今
後
は
、

日
常
の
除
雪
対
応
か
ら
災
害
対
応
に
切
り
替

え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
基
準
等
に
つ
い
て
防
災

会
議
の
場
で
議
論
を
重
ね
た
い
。

問
三
条
小
学
校
の
裏
館
小
学
校
へ
の
吸

収
統
合
に
つ
い
て
、
三
条
小
学
校
が

こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
通
級
指
導
教
室
を
ど

の
よ
う
に
移
す
の
か
。

答
現
在
三
条
市
に
は
、
三
条
小
学
校
内

に
発
達
障
が
い
１
室
・
言
語
障
が
い

２
室
・
難
聴
１
室
の
計
４
室
。
そ
し
て
下
田

地
域
の
長
沢
小
学
校
内
に
発
達
障
が
い
１
室

を
設
置
し
て
い
る
。
遠
く
て
通
え
な
い
児
童

が
い
る
課
題
が
あ
る
中
、
検
討
し
て
き
た
。

　

裏
館
小
学
校
に
言
語
障
が
い
・
難
聴
の
２

室
、
一
ノ
木
戸
小
学
校
に
発
達
障
が
い
・
言

語
障
が
い
２
室
を
設
置
す
る
。

　

本
成
寺
地
区
の
児
童
の
対
応
と
し
て
、
栄

庁
舎
教
育
セ
ン
タ
ー
に
も
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
発
達
障
が
い
・
言
語
障
が
い
の
２

教
室
を
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
設
置
し
た
い
。

　

下
田
地
域
に
お
い
て
、
現
在
、
長
沢
小
学

校
に
発
達
障
が
い
１
室
を
設
置
し
て
い
る

が
、
言
語
障
が
い
通
級
が
困
難
な
児
童
も
い

る
こ
と
か
ら
、
大
崎
地
区
も
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
三
条
小
学
校
の
統
合
に
際
し
て
、
裏

館
小
学
校
以
外
の
別
の
小
学
校
に
転

校
を
希
望
す
る
手
だ
て
は
あ
る
か
。

答
保
護
者
が
別
の
小
学
校
に
転
校
を
希

望
す
る
場
合
、
三
条
市
学
区
外
就
学

の
承
認
基
準
に
従
い
、
特
に
教
育
的
配
慮
が

必
要
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問
平
成
28
年
度
施
政
方
針
で
は
、
当
分

の
間
は
財
源
不
足
を
財
政
調
整
基
金

で
賄
う
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ

る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
多
く
の
建

設
事
業
に
つ
い
て
検
討
や
実
施
を
し
て
い
く

と
さ
れ
、
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
大

崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校
の
建
設
、
三
条
小

学
校
の
跡
地
活
用
、
嵐
南
保
育
所
、
旭
・
裏

館
統
合
保
育
所
の
建
設
、工
業
団
地
の
造
成
、

最
終
処
分
場
の
建
設
、
も
の
づ
く
り
大
学
と

看
護
系
高
等
学
校
教
育
機
関
の
開
設
、
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
と
総
合
体
育
館
の
改
築
の
施

設
整
備
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
建
設
事
業
の
概
算
総
額
、
こ
れ

に
必
要
な
一
般
財
源
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的
に
三
条
市

の
財
政
運
営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
概
算
事
業
費
は
総
額
２
９
６
億
円
程

度
、
建
設
時
の
一
般
財
源
が
約
33
億

円
と
試
算
し
て
い
る
。
将
来
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
財
政
調
整
基
金
残
高
に
目
配
り
を
し

つ
つ
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
試
算
に
よ
れ
ば
あ
る
程
度
し
っ

か
り
と
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

議
第
１
号

問
経
常
収
支
比
率
の
今
後
の
見
通
し
と

類
似
都
市
と
の
比
較
に
つ
い
て
。

答
平
成
28
年
度
の
見
込
み
は
95
・
９
％

で
あ
る
。
合
併
算
定
替
え
の
最
終
年

度
の
平
成
32
年
度
で
は
98
・
１
％
と
な
り
、

そ
の
後
は
緩
や
か
に
下
降
し
て
い
く
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

類
似
団
体
の
平
均
は
、
平
成
25
年
度
の
状

況
で
89
・
５
％
と
比
較
し
た
場
合
高
い
状
況

に
あ
る
。

議
第
７
号

問
施
政
方
針
の
中
で
、
人
口
減
少
に
対

応
し
た
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設
の

整
備
構
想
を
策
定
す
る
た
め
、
汚
水
処
理
施

設
整
備
構
想
検
討
委
員
会
を
設
け
る
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
公
共
下
水
道
事
業
全
体
計
画

１
７
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
認
可
区
域

２
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
変
更
も
視
野
に
入
れ

た
も
の
な
の
か
。

答
下
水
道
整
備
に
係
る
検
討
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
事

業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
お
よ

び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
汚
水
の
集
合
処
理

区
域
と
合
併
浄
化
槽
に
よ
る
個
別
処
理
区
域

の
見
直
し
や
集
合
処
理
の
効
果
的
な
整
備
の

在
り
方
な
ど
、
整
備
区
域
の
変
更
も
視
野
に

入
れ
た
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

議
第
24
号

問
国
保
の
運
営
主
体
が
県
に
移
行
後
の

保
険
税
額
は
、
全
県
、
国
で
設
定
か
、

各
市
町
村
ご
と
の
状
況
に
よ
り
設
定
さ
れ
る

の
か
？

答
平
成
28
年
１
月
18
日
付
で
国
か
ら
示

さ
れ
た
財
政
運
営
、
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
、国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
基
に
、

県
と
市
町
村
で
検
討
し
進
め
て
い
く
。

問
国
保
の
基
盤
強
化
と
し
て
国
か
ら
財

政
投
入
が
行
わ
れ
た
。
予
算
ベ
ー
ス

か
ら
す
れ
ば
、
今
ま
で
と
同
様
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
額
で
赤
字
解
消
が
可
能
で
は
な

い
か
。

答
国
保
基
盤
の
強
化
目
的
で
拡
充
が
図

ら
れ
た
が
、
被
保
険
者
減
少
の
中
、

医
療
給
付
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
で

は
、
な
お
税
率
の
引
き
上
げ
が
必
要
。

議
第
41
号
お
よ
び
議
第
42
号

問
嵐
南
小
・
第
一
中
の
プ
ー
ル
の
設
計

に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
誰
が

言
い
出
し
た
の
か
。
教
育
委
員
会
な
の
か
請

負
業
者
な
の
か
。

　

32
万
円
余
り
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
文
書

や
石
本
建
築
事
務
所
の
反
論
の
内
容
は
公
開

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
は
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
議
会
軽
視
で
は

な
い
か
。

　

改
修
工
事
は
、
当
初
施
工
業
者
と
異
な
る

業
者
に
や
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

答
発
注
者
で
あ
る
市
が
プ
ー
ル
に
係
る

基
本
設
計
と
実
施
設
計
業
務
委
託
契

約
等
に
お
け
る
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
た
。

　

プ
ー
ル
の
不
具
合
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

調
停
に
関
わ
る
内
容
と
な
る
こ
と
か
ら
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

施
工
業
者
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
棟
を
請

け
負
っ
た
企
業
体
の
代
表
で
あ
る
水
倉
組
か

ら
工
事
を
行
っ
て
も
ら
う
。

問
１
点
目
に
、
損
害
賠
償
請
求
先
は
設

計
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
因
の

究
明
は
で
き
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
た
。
故

障
の
原
因
は
施
工
業
者
で
は
な
く
、
設
計
業

者
で
あ
る
と
確
定
し
た
の
か
。

　

２
点
目
に
、
故
障
箇
所
は
床
部
分
ば
か
り

で
な
く
、
昇
降
装
置
や
駆
動
装
置
も
故
障
し

た
の
か
。

　

３
点
目
に
、
業
者
の
瑕
疵
担
保
責
任
は
問

え
な
い
の
か
。

　

４
点
目
に
、
三
条
市
で
は
可
動
床
の
プ
ー

ル
は
初
め
て
の
導
入
で
あ
る
。
従
来
型
の
固

定
さ
れ
た
プ
ー
ル
と
は
違
い
使
用
上
の
留
意

点
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当
初
、

設
計
業
者
か
ら
説
明
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

５
点
目
に
、
90
セ
ン
チ
の
深
さ
で
固
定
。

そ
の
後
現
状
復
帰
し
可
動
床
に
戻
す
と
い
う

こ
と
か
。
安
全
性
に
は
問
題
な
い
の
か
。
修

理
の
見
通
し
計
画
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

６
点
目
に
、
係
争
中
で
あ
り
相
手
方
と
の

や
り
と
り
は
非
公
開
と
い
う
が
、
こ
ち
ら
の

要
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

答
あ
く
ま
で
も
プ
ー
ル
に
係
る
基
本
設

計
、
実
施
設
計
業
務
委
託
契
約
、
工

事
監
理
業
務
委
託
契
約
に
お
け
る
債
務
不
履

行
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

可
動
床
使
用
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
は
、

調
停
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
た
め
控
え
さ
せ

て
も
ら
う
。

市政の　　を問いました

3月定例会では、全6会派が質疑・大綱質疑を行いました。

質疑・
大綱質疑
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